
著作物を参考に
作品を作る高等学校

「著作権教育」としての学習内容

「著作権教育」の学習のねらい

創作作品の質を向上させていくには，他人の著作物を参考にすることの大切さを知る。
●著名な著作物の特徴をとらえるとともに参考にし，自分流の作品を作る意義を意識させる（形式に沿って作

る）。

●著名な作品には，他とは何か違うオリジナリティがあることを意識させる。

生徒の活動

●作風や画風や曲調などをまねて参考にし，自分でアレンジした作品を作る。

●作品のどこを工夫し，どこがオリジナルなのかを言うことができる。

●過去の卒業生や在校生の先輩などの作品をまねて作る（お手本にする）。

「著作権教育」の指導のポイント

●歴史や形式を知ることや，テクニックを身につけることなどを考えることにより，上達するにはなぜまねす

るのかを考えさせる。

●単なる模倣ではなく文体や表現，○○風などの特徴だけをまねし，できるだけオリジナルな著作物の創作を

目指すことの大切さを指導する。

自分の著作権と他人の著作権を意識する
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これだけは！　 押さえたい指導内容

●学校でお手本を元に学習することの意義，著作権の及ぶ範囲，例外規定を指導する。

●著作者の死後 50年経過という期限が決められている理由を理解させる。保護期間は死後 50年である

　が，映画著作物については，公表後 70年となっている。

対象教科：特定教科（国語（小説），音楽（作
曲），美術（絵画），工芸，体育（ダンス）など）



具体的な展開例

他人の著作物を参考にして自分の作品を作る場合，お互いの著作権について，次のようなポイント
を話し合う。
●他人の作品を手本としながらも，作品の作風は，必ず自分の個性を前面に出したオリジナルを組み込む

ことが必要である。

　 　絵画の画風，音楽の曲調，論文の章立てや話の展開例などについて，オリジナリティーを出すこ

とが大切である。

●参考にした元の作品の特徴を要素単位で分解し，組み立て直してみることもよい。

　 　作品を新しく構成し直すことは，上達のプロセスになる。

●参考にした元の作品の特徴がどこにあり，何であるかを説明する。一方，自分の作品はどこを工夫した

のかを説明できるようにする。

　 　自分の作品の特徴などを第三者に説明することは大切である。

●学校は『学ぶ場』であるので，作品の模倣を通して知識や技術を学ぶことは必要なことである。

　 　上達のための模倣作品は，外部に発表することは，ひかえなければならない。ただし，著作権が

　　  切れている作品を元にするならば，元の著作者と作品名を記載した模倣作品であることがわかる

　　  ようにすることが必要である。

●著作権に期限がある理由を知る。

　 　保護期間は，著作物を一定期間保護することで，文化的財産である著作物を広く社会に利用でき

　　  るようにし，文化の発展に寄与するために設けられていることを知る。

  　　 この事例の実践に参考となる教材・資料

   社団法人著作権情報センター「はじめての著作権講座
   著作権って何？」（著作権の保護期間はどれだけ？）
   


